　　　　　　　　 指定訪問介護 利用契約書

株式会社WRAP Design Inc.（以下「事業者」という。）と利用者（以下「甲」という。）は、事業者が開設するあろは訪問介護ステーション（以下「事業所」という。）が提供する指定訪問介護について、以下のとおり契約を締結します。

（契約の目的）
第１条　事業者は、甲に対し、介護保険法に基づく指定訪問介護を提供し、甲はこれに対する利用料を支払うものとします。

（契約期間）
第２条　この契約の有効期間は、契約締結の日から、甲の要介護認定の有効期間の満了日までとします。ただし、期間満了の１か月前までに甲又は事業者から書面による申し出がない場合は、同一条件で更新されるものとします。

（サービスの内容）
第３条　事業者は、甲に対し、次のサービスを提供します。
　一　身体介護（食事介助、排泄介助、入浴介助、着替介助、体位交換、通院介助、見守り的援助）
　二　生活援助（食事の支度、洗濯、掃除、買い物、薬の受取り）
２　サービスの具体的な内容、提供日時等は、別途作成するサービス計画に基づくものとします。

（利用料）
第４条　甲は、事業者に対し、提供されたサービスの利用料として、法令に定める額を支払うものとします。
２　通常の事業の実施地域を超えてサービスを行う場合の交通費は、実費を別途申し受けます。

（利用料の支払方法）
第５条　甲は、事業者から請求があった月の翌月末日までに、指定の方法により利用料を支払うものとします。

（サービスの変更・中止）
第６条　甲は、サービスの内容の変更又は中止を希望するときは、事前に事業所に申し出るものとします。
２　事業者は、従業者の病気その他やむを得ない事情がある場合は、甲に事前に連絡の上、サービスの日時・内容を変更することがあります。

（契約の終了）
第７条　甲は、事業者に対し、１か月前までに文書又は口頭で通知することにより、いつでもこの契約を解約することができます。
２　事業者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、甲に対し文書で通知した上で、この契約を終了することができます。
　一　甲が、利用料の支払いを正当な理由なく３か月以上遅延し、相当の期間を定めた催告にもかかわらず支払われないとき。
　二　甲が、事業者又は従業者に対し、この契約を継続しがたいほどの背信行為を行ったとき。
　三　事業者が、やむを得ない事由により事業を廃止したとき。
３　次の各号のいずれかに該当する場合は、この契約は当然に終了するものとします。
　一　甲が死亡したとき。
　二　甲の要介護認定の区分の変更により、当事業所のサービス提供の対象外となったとき。

（緊急時の対応）
第８条　事業者は、サービス提供中に甲の病状に急変が生じた場合その他緊急の事態が生じた場合は、速やかに主治医に連絡する等の必要な措置を講じます。

（損害賠償）
第９条　事業者は、サービスの提供に当たり、事業者の責めに帰すべき事由により甲に損害を与えた場合は、その損害を賠償するものとします。
２　甲が、故意又は過失により事業者に損害を与えた場合は、その損害を賠償するものとします。

（苦情の申立て）
第10条　甲は、提供されたサービスに関する苦情について、事業所の窓口に申し立てることができます。
２　苦情受付窓口　担当者：林 照吉　電話：03-6369-9396

（秘密の保持）
第11条　事業者及びその従業者は、サービスの提供に際して知り得た甲及びその家族に関する情報を、正当な理由なく第三者に漏らしません。この契約の終了後も同様とします。

（記録の保存）
第12条　事業者は、サービスの提供に関する記録を、契約終了の日から２年間保存します。

（協議事項）
第13条　この契約に定めのない事項又はこの契約の条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と事業者が誠意をもって協議し、解決するものとします。


上記の契約を証するため、本書を２通作成し、甲及び事業者が各１通を保有するものとします。



令和　　年　　月　　日

利用者（甲）
　住所    
　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

代理人
　住所
　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　利用者との続柄（　　　　　　　）


事業者
　株式会社WRAP Design Inc.
　あろは訪問介護ステーション
　東京都北区豊島五丁目5番5号107
　代表者　鈴木 杏梨　　　　　　　　　　　　　印
